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１．目的 
超高層大気中でオーロラから音が発生した場合，様々な周

波数領域の中で減衰しにくい超低周波音（インフラサウンド）

が地上まで到達する可能性が高いと考えられる．よってオー

ロラ帯に位置している昭和基地（69°0' 22" S，39°35' 24" 

E）に設置してあるインフラサウンドセンサを用いることで，

オーロラから発生するインフラサウンドを観測・確認できる

可能性がある． 

本研究では，昭和基地とその周辺で観測されるインフラサ

ウンドとオーロラ活動との関係性について，事例調査を行い，

オーロラから発生しているインフラサウンドの特定を目指す． 

 

２．研究手法 
本研究で使用したセンサ・データを表１に示す． 

 

表１ 観測機材リスト 

 
大規模なオーロラ活動が観測され，かつ風速が 5 m/s 以下

の条件を満たす計 3例のデータを抽出し，そのうち 0.1 Hz 以

下の周波数を観測可能なセンサのデータを使用した．結果と

して上の条件を満たす，2016 年 6 月 10 日～11 日について昭

和基地の可視光全天カメラデータと昭和基地の南方 70 km に

位置するスカーレンのインフラサウンドセンサのデータの比

較解析を行った． 

比較解析にあたり，全天カメラ画像については画像の変化

率を導出するプログラムを作成・使用し，インフラサウンド

データは特定の周波数について観測を行うため，win データ

（バイナリ）を csv 形式の ASCII データに変換し，バンドパ

スフィルタを適用した． 

 

３．結果・考察 
2016 年 6 月 10 日～11 日にかけての全天画像の変化率のグ

ラフを図１に，インフラサウンドセンサのデータから 0.01 Hz

～0.03 Hz のバンドパスフィルタをかけて得られたデータを

図２に示す． 

 
図１ 2016 年 6月 10 日～11 日の全天画像の変化率 

 

 

 

 
図２ 2016 年 6月 10 日～11 日のインフラサウンド 

 

  0:02付近に特徴的なインフラサウンドの波形を確認する

ことが出来る．また，全天カメラでは 6 月 10 日 23:50 頃,帯

状に分布しほとんど動かない静的なオーロラからカーテン状

に分布し活発に動く動的なオーロラに変化している（図３）． 

 

 
図３ 2016 年 6月 10 日・11 日の全天写真 

 

オーロラが発生している高度 100 km から地上にインフラ

サウンドが到達するまではおよそ 5分であり[1]，またオーロ

ラから発生していると考えられるインフラサウンドの周波数

は 0.01～0.1 Hz である[2]．ナノロガーにて観測データがあ

る 2016 年 6 月 10 日に発生したオーロラ爆発（ブレイク・ア

ップ）時に，インフラサウンドの大きな振幅変化が 0.02 Hz

付近で見られたことから，このインフラサウンドはオーロラ

から発生した可能性が指摘できる． 

 

４．結論 
今回の研究では，0.1 Hz 以下の非常に低い周波数まで再現

可能な絶対圧式センサであるナノバロメータ（6000-16B）に

よる,1 例のみのデータではあるものの，2016 年 6 月 10～11

日の全天球カメラとインフラサウンドセンサから得られたデ

ータにより 6月 10 日 23:55 頃，静的なオーロラから動的なオ

ーロラに変化するタイミングでインフラサウンドが放出され，

0:02 頃に地上で観測されたという可能性を示した．  
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